
総合計画の進行管理について

１ 現状

・ 新型コロナや災害対応など、柔軟・迅速な対応が求められるケースがあり、 PDCAサイクルのスピード感と合わない業務が
発生している。

1

２ 課題

時代の変化に対応しながら多様化・高度化する行政ニーズに的確に応え、
効率的な行政運営を行っていくために、PDCAサイクルに基づいた総合計画
の進行管理を行います。

基本構想を実現するための手段が基本計画であり、基本計画を実現する
ための手段が実施計画です。基本計画では、めざす姿について最終的に実現
したい状況（アウトカム）を「目標」とし、前期５年で達成すべき「成果指標」
をできる限り数値化しています。

目標への貢献と成果指標を意識しながら実施計画を策定し、事務事業を実
施していきます。また、事務事業の実施内容を毎年度評価し、翌年度の改善
の方向性を示していきます。

前期基本計画についても5年をサイクルとする進行管理を行い、成果指標
や市民満足度に基づく検証と評価をもとに後期基本計画の目標や成果指標
を再設定していきます。

※ 長井市第五次総合計画より抜粋（下線は追記）
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図 特徴
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※導入自治体
は見当たらず

・計画段階を省略し、スピード感に特化
・「まずやってみる」ことを通して、改善につなげていく

【デメリット】
・事業を実施するためには予算化が必要となる行政の制度上、
導入するのは難しいと思料
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例）
福島県国見町

・現状を把握・判断し行動に移すことで、迅速な意思決定を行う
・変化に対しても柔軟に対応可能

※状況が変わった場合は、Observeに戻る

【デメリット】
・効果測定の段階が無く、長期的な改善に向かない
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３ ＰＤＣＡサイクル以外の主な施策管理方法
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４ 対応方針

・ 総合計画の進行管理方法（PDCAサイクル）の見直し
→PDCAの欠点を補うため、迅速な意思決定を行うOODAループを補完的に活用

例）静岡県焼津市

ウーダ



事例１）福島県国見町：OODAループ単独
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事例２）静岡県焼津市：PDCAサイクル＋OODAループ

4


